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〇 家庭学習の基本的な考え方

①「家庭学習の基本的な考え方」

★小学校の学習は，将来児童が社会人として自立するための基礎となる大切な
ものです。学校でも学習内容が定着するように日々努めていますが，家庭と連携
することで，より確かに定着するものと考えます。そこで，本年度も家庭学習の手
引きを作成・配布し，活用していただくこととしました。保護者の皆様には，児童と
一緒にご覧いただき，ご理解とご協力をお願いします。

②「家庭学習の手引きを通して育てたい児童の姿」

○ 生活時間の有効な使い方を身に付けた児童
○ 家庭学習の習慣や方法を身に付けた児童
○ 基礎的・基本的な学習内容を身に付けた児童

③「基礎的・恋本的な学習内容とは」

家庭学習の手引きをおおまかに言って，学校で学習する内容（教科書に載って
いる内容）です。特に，次のような学習内容は学年間でのつながりがありますか
ら，学習した学年で確実に身に付けておかないと，次の学年で困ることになりま
す。
○ 教科書に出ている程度の文章をすらすら読んで理解すること
○ 教科書に出ている漢字を読んだり書いたりすること
○教科書に出ている程度の算数の問題を解くこと など

〇 工夫した点
★ポイント

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【小学５年生 理科のＭＧＣ】
「天気の変化のきまりを理解するために，空の様子，新聞，インター
ネットを活用した気象情報を集めることに取り組んだ家庭学習」

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

年度初めの学級PTAにて，
「家庭学習の手引き」を配布
して共通理解を図る。

家庭学習

○ １週間の気象情報を記録する。
（空の様子，新聞の天気図，インターネットな

ど）

○ 天気の変化と気象情報から天気の
変化のきまりを予想する。
※ Ｍｙデータを持つ。

導入場面

学習課題

天気の変化には，きまりのようなものが

あるのだろうか。

〔予想〕

ある。→雲の動きが関係している。

この学習課題を解決するために，家庭

学習で調べてきた気象情報の記録とそれ

を基に考察した自分の考えをグループで

話し合い課題解決を図った。

◎ 家庭学習と関連させることで学習の展

開を児童が予測しやすいため，導入をス

ムーズに展開することができた。

展開場面

○ グループ活動

・ お互いの資料を見せ合う。

・ 資料から考察した学習課題に対する自分なりの考えを伝える。

・ それぞれの考えとお互いの資料から共通点を見出す。

・ グループとしての考えを発表用ホワイトボードにまとめる。

◎ お互いが自分の調べてきたこと・考えてきたことを家庭学習で準備してきたことで積極的

にグループ活動に参加し，深まりのある話合いをすることができた。


